
 

 

 

行政書士MAP 
第 12回：元福岡市動物園動物飼育員の行政書士 

 

 

 

 

行政書士は扱う業務が幅広い仕事。そのため一人ひとりの得意分野や仕事の流

儀、人生の背景も実に多様です。この「行政書士 MAP」では、福岡県行政書士会の

会員の中から、話題の行政書士やさまざまな活動を行う行政書士をご紹介していきま

す。 

 第 12 回は、前職で動物飼育業務をご経験されたという『行政書士ごう法務事務所 

松本 剛会員』を訪ねました。 

広報部（以下「広」）：松本会員、本日は取材に応じていただきありがとうございま

す。松本会員は、以前、動物園でお仕事をされていたと聞いています。まずは、前職

のお話から聞かせてください。 

松本会員（以下、「松」）：初めて就職した福岡市動物園には、26 年間勤務しまし

た。私は生まれも育ちも福岡市ですが、父が動物好きで。ある時から家では犬、猫、

鳥等様々な動物を飼っており、猫はいつも 10 頭以上いました。加えて、母方の祖父

は猟友会にも入っていました。ですから、自然と動物に関わる仕事を選んだのかもしれ

ませんね。その祖父の家には猟犬が何頭もいましたし、鳥の剥製がたくさんあって子ども

ながらに怖かったのを覚えています。 

広：これまでにどんな動物を担当されましたか？ 

松：トラ、ライオン、ゾウ、サイ、チンパンジー

等、さまざまな動物を担当しました。皆さんが

ご想像するような、動物の健康管理・獣舎管

理の仕事をはじめ、各種イベントや子ども向け

の教育普及を目的とした「こども動物園ふれ

あい教室」の担当等もしました。 

また、福岡市動物園にはよく新聞やテレビラ

ジオの取材が来るので、取材対応も大切な

仕事の一つでした。もちろん主役は動物なの

で、私がスポットライトを浴びるわけではありま

せんが、とても有名な芸能人の方々にもお会
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いする機会があり、あやうく自分自身が人気者になったかと勘違いするところでした

(笑)。 

広：松本会員は、行政書士会内で「外国人材受入企業等支援事業※１」にも参

加されていて、そこでのニックネームが「チャチャ丸」だと聞いています。 

松：「チャチャ丸」とは飼育員当時、私が担当していたライオンの名前なのですが、あ

る時、本部役員の先生から「この前、福岡市動物園でチャチャ丸を見てきたよ」と言わ

れました。  

私が、「そのチャチャ丸を、飼育員時代に到津(いとうづ)の森公園から福岡市動物

園へ移送して、数年間担当していましたよ」とお答えしたところ、「じゃあ、松本会員は

今からチャチャ丸先生ね」と（笑）。 

チャチャ丸の移送のことは忘れられません。当日は、北九州市の到津の森公園から

高速道路を通行して福岡市動物園へ移送したのですが、移送中、チャチャ丸が周り

から見えないようにトラックの荷台にはシートをかぶせていました。 

その日は気温がとても高い日でしたので、途中、パーキングエリアに駐車し、チャチャ

丸の状態を確認するため、中を覗いて見たところ、周りの人たちから気付かれてしまい

ました。動物園の作業着を着ていて動物園のトラックでしたから、もしかして動物がいる

のかなとは思いますよね。 

それがまさかのライオンだったと……皆様、口を揃えて「高速でライオンを見たのは初

めてです」とか、「眠かったので休んでいましたがおかげで目が覚めました」とおっしゃってい

ました（笑）。前職で特に覚えているいい思い出の一つです。 

広：その光景、見てみたいですね。その後、行政書士

に、いわば、転職されたわけですが、そのきっかけを教えて

いただけますか。 

松：福岡市動物園の飼育員は市の職員、地方公務

員で、職種でいうと当時は「現業職」だったのですが、退職

前の数年間、市が組織の改革を行う中で、まったく別の

部署への異動の可能性が出てきました。それまで２０数年

も福岡市動物園に勤めていて愛着のある動物や仲が良

い同僚、いつもお声掛けして頂いていたお客様もたくさん

いました。 

けれども、もし異動したら動物とは関係ない、まったく未

経験の部署になります。熟慮した結果、それなら自ら一



区切りをつけ、早期退職し、興味がある行政書士になろうと思い、真剣に試験勉強に

とりかかりました。そして令和４年３月に早期退職し、同じ年に試験に合格して行政書

士になりました。 

  

広：転職をされるとき、行政書士を選ばれたのはなぜですか？ 

松：ひとつは、動物飼育員の時に学芸員の資格を取った経験からです。もう２０年

以上前の話ですが、初めて国家資格を取得したことがとてもうれしく、それからちょっとし

た資格マニアになってしまいました。 その後は動物とは関係ありませんが、一応法学部

出身でしたので宅建等を取得しました。 

もうひとつ、決め手になったのは両親や親戚が亡くなった際、遺言の作成や相続の

手続きで弁護士の先生や司法書士の先生の対応がとてもよかったことです。その弁護

士の先生は小さなころから知っている私より少し若い先生、司法書士の先生は３０年

前から知っている、スポーツでの先輩です。その先生方が依頼された業務を着実に遂

行していく姿を見て、法律に携わる職業ってかっこいいな、と思ったんです。そうして調べ

ていくうち、行政書士であれば遺言や相続の手続き等にも関われると知り、ちょうど仕

事を辞めようかと思っていた時期とも重なって、行政書士を目指すことにしました。 

退職年度の行政書士試験では自己採点の結果がよく、行政書士試験に受かって

いるものと思って、意気揚々と早期退職届を提出したものの、蓋を開けると不合格で

した(笑)。周りには心配をかけてしまいましたが、翌年度にどうにか合格することができ、

開業することができました。不合格の年は記述試験の採点がとても厳しかったようで、

あと数点足りなく不合格でとても悔しかったのを覚えています。 

広：前職でのご経験が、行政書士業務に活きていると思うことはありますか？ 

松：動物が相手で、基本的には現場で体を動かす業務だったのですが、実は飼育

員の業務は多岐にわたり、突発的な事態に対応する場面もたくさんありました。ですか

ら、洞察力と対応力が養われたのではないかと思います。前職の経験と直接結びつけ

ることは少し難しいかもしれませんが、受任した業務は的確に遂行し、確実な結果が

得られるよう尽力しております。 

広：現在、登録 2 年目を迎えられましたが、現在どの

ようにお仕事を広げていらっしゃいますか？ 

松：今は、友人からの紹介から仕事につながることが

主です。古くからの友人などから、遺言相続関連業務、

法人設立関連業務、外国人関連業務、自動車関連

業務等を受けたりしています。 



広：生まれも育ちも福岡、というところがやはり松本会員の大きな強みですね。 

松：そうですね、地元が近いので今でも兄弟や友人達に会いによく立ち寄っていま

す。おかげさまで新人ながら様々な業務を経験させてもらいました。たくさんの行政書

士の先生、先程お話をした、弁護士や司法書士の先生とのつながりも、とても大切な

ものです。 

広：最初に受けた業務というのは覚えていらっしゃいますか？ 

松：私が初めて受けたのは、やはり友人の会社からで、事業協同組合の設立でし

た。行政書士合格前からもし合格して開業したら事業協同組合を作ってほしい、と声

をかけてもらって。 

分からないことだらけで、行政書士合格前、下調べをしていたとき、福岡県行政書

士会のホームページで無料相談会をやっているのを見て、思い切って西福岡支部が開

催している相談会に行って質問しました。「事業協同組合の設立について教えてくださ

い！」と。その時ご相談させて頂いた先生がとても親切で、事業協同組合の設立につ

いて詳しく教えてもらいました。「合格を祈ってます」とも言ってもらい、おかげで事業協

同組合設立認可の手続きについて理解することができ、合格、開業後、その業務を

受任し、なんとか設立認可を受けることができました。 

広：相談者として行かれたことがあると、相談者の方のお気持ちも分かりそうですね。 

松：あとは、いろいろな勉強会や相談会に参加もしています。先ほど話に出た「外国

人材受入企業等支援事業」は、外国人を雇用したい、という企業の方からのご相談

を受ける窓口を、福岡県から行政書士会が委託を受けていて、私たちが窓口で受け

たご相談を、専門的な知識のある先輩行政書士が答えるというものです。 

私はまだ実際にご相談に答えるわけではありませんが、どんな質問が来るのかを知る

ことができ、先輩方がどんな対応をされたのかも知ることができ、とても勉強になります。 

また開業当初、市民法務関連業務ではとても歴史がある団体にも入ることができ、

そちらでも勉強させて頂いておりまして、たくさんの出会いに感謝しております。 

広：そこは、やはり、松本会員ご自身の人徳のようなものもある気がします。 

最後に、今後の展望についてお話いただけますか？ 

松：今までは主に、友人から依頼された業務を行ってきましたが、これからは役所へ

のお手続き等でお困りの皆様から気軽に相談してもらえる身近な行政書士を目指し

ていきたいと思っております。そのためには、まずたくさんの方に私のことを知っていただか

ないといけないのかなと思い、現在ホームページを作成中です。 



広： 今回のインタビューも、たくさんの方に宣伝をお願いします。今日は、お忙しい

中、ありがとうございました。 

 

※１ 外国人労働者の受け入れを希望、実施している県内の企業等を支援する

ために福岡県が実施している事業。福岡県行政書士会では事業の委託を受け、電

話相談窓口の開設や相談会を行っている。 

 ～行政書士プロフィール～ 

松本 剛（まつもと つよし）  

登録年月日：令和 5 年 10 月 2 日 

事務所所在地：福岡市早良区祖原 5－10－606 
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